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	ひたちなか市防災しおり
	冬(12月～2月)
	地震
	津波
	﻿原子力災害
	- 避難指示があるとき、避難するところに、
	逃げてください。安全なところにいる、家族や友だちの家でもいいです。
	避難指示がないときも、危ないと思ったら逃げてください。
	- 外に出ないでください。
	- 海や川の近くに、行かないでください。
	- 外に出られるときは、傘や長い棒をつかって歩いてください。
	歩くとき、歩くところに穴や物がないか確認してください。
	- 外に出られないときは、2階より高い部屋か、近くのつよい建物の
	高いところに逃げてください。できるだけ高いところがいいです。
	- 避難のまえに、家の電気のブレーカーを落としてください。ガスの元栓をしめてください。

	ひたちなか市の災害を知ろう
	台風や洪水のまえに避難するとき
	台風がきたとき
	洪水のとき
	春(3月～5月)

	地震のとき
	① 地震で揺れているとき
	- 自分の体と頭を、守ってください。
	- すぐに外に出ないでください。

	② 地震がとまったあと
	- けががないか、確認してください。
	- 火を使っていたときは、火を消してください。
	- ケガをしないために、靴をはいてください。
	- 逃げるときは、エレベーターを使わないでください。
	※大きな地震のあとは、地震がつづきます。注意してください。

	津波のとき
	　- 高い所へ逃げてください。海や川の近くは行かないでください。
	※ひたちなか市から避難指示が終わりましたという
	連絡があるまで、避難してください。

	原子力発電所で事故がおきたとき
	まずは、テレビや市からの連絡などで事故の情報を集めましょう
	◆ 家や建物の中に避難するとき
	　 - 窓やドアを全部、閉めてください。
	　 - 外で着ていた服は全部ぬいで、袋にいれます。そして袋はしばってください。

	◆ 家や建物の外に避難するとき
	　 - マスクをしてください。
	　 - できるだけ、帽子をかぶり、レインコートをきてください。
	肌を出さないでください。

	◇ 安定ヨウ素剤(※)について
	　 - 飲んでくださいという連絡があったときだけ、飲んでください。
	連絡がないときに、飲むのはだめです。
	秋(9月～11月)
	夏(6月～8月)
	台風
	つよい雨
	洪水




	ひたちなか市の避難所が空いているかを、
	(危ないところの地図)
	ひたちなか市の防災の情報や、防災の放送の内容
	(避難指示など)を連絡します。
	日本の生活のことで、分からないことが
	あるとき、相談できます。

